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１
．
最
終
処
分
場
の
仕
組
み

　

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
（
Ｈ
Ｌ
Ｗ
）
は
、
再
処
理
の

過
程
で
使
用
済
み
燃
料
か
ら
ウ
ラ
ン
や
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を

分
離
し
た
際
に
残
る
放
射
性
の
廃
液
を
ガ
ラ
ス
固
化
し
た

も
の
で
あ
り
、
地
層
処
分
低
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
（
以

下
、
Ｔ
Ｒ
Ｕ
廃
棄
物
）
は
、
再
処
理
施
設
お
よ
び
Ｍ
Ｏ
Ｘ

燃
料
加
工
施
設
の
操
業
お
よ
び
解
体
に
伴
っ
て
発
生
す
る

半
減
期
の
長
い
核
種
が
一
定
量
以
上
含
ま
れ
た
長
半
減
期

低
発
熱
放
射
性
廃
棄
物
を
指
し
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
（
Ｈ
Ｌ
Ｗ
）
を
半
永
久
的
に
隔
離
す
る
場
所
が
、
最
終

処
分
場
と
呼
ば
れ
る
。

　

人
が
生
活
を
維
持
す
る
上
で
副
産
物
と
し
て
生
じ
る
ゴ

ミ
の
処
理
は
、
昔
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
避
け
て
通
れ

な
い
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
原
子
力
施
設
の
運
転
等
に

伴
っ
て
発
生
す
る
放
射
性
廃
棄
物
は
過
去
の
実
績
で
推
定

す
る
と
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物
で
約
１
．
４
ｔ
／
日
で
あ
る

（
２
０
０
７
年
度
の
実
績
）。
一
方
、
主
に
家
庭
や
オ
フ
ィ

ス
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ゴ
ミ
、
紙
く
ず
な
ど
の
発
生

廃
棄
物
量
は
約
１
４
万
ｔ
／
日
に
の
ぼ
り
、
対
応
に
苦
慮

す
る
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
は
半
減
期
の
長
い
核
種
を
含

む
た
め
、
数
万
年
と
い
う
長
期
に
わ
た
っ
て
人
間
へ
の
影

響
を
抑
制
す
る
必
要
が
あ
り
、
貯
蔵
な
ど
の
人
間
の
管
理

に
頼
る
こ
と
は
合
理
的
で
な
い
こ
と
か
ら
、
長
い
議
論
を

経
た
上
で
よ
り
現
実
的
な
選
択
肢
と
し
て
、
地
下
数
百

メ
ー
ト
ル
の
安
定
な
地
層
中
に
埋
設
し
て
人
間
環
境
か
ら

隔
離
す
る
「
地
層
処
分
」
が
国
際
的
に
も
認
め
ら
れ
て
い

る
。

　

検
討
さ
れ
た
地
層
処
分
以
外
の
選
択
肢
に
つ
い
て
は
、

（
１
） 

人
間
の
生
活
環
境
へ
影
響
が
及
ば
な
い
よ
う
に
長

期
に
わ
た
る
人
間
の
管
理 

（
２
）
放
射
能
の
危
険
性
の
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除
去　
（
３
）
人
間
の
生
活
環
境
か
ら
十
分
離
れ
た
場
所

に
長
期
に
わ
た
っ
て
隔
離
す
る 

と
い
う
３
つ
の
原
則
に

従
っ
て
、
検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。(

１)

の
長
期
に
わ

た
る
人
間
の
管
理
下
に
置
く
こ
と
は
、
人
類
の
歴
史
を
考

え
る
と
現
実
的
で
な
く
、（
２
）
の
超
長
期
の
核
種
の
危

険
性
を
無
く
す
と
言
わ
れ
る
い
わ
ゆ
る
核
種
変
換
は
、
実

験
室
段
階
で
は
可
能
性
が
あ
る
が
、
商
業
規
模
の
量
を
処

理
す
る
こ
と
は
現
実
的
で
な
く
、
結
果
的
に
放
射
能
の
高

い
元
素
の
量
が
少
な
く
な
る
だ
け
で
全
て
が
な
く
な
っ
て

し
ま
う
わ
け
で
は
な
い
。（
３
）
で
は
、
人
間
の
生
活
圏

か
ら
遠
ざ
け
る
た
め
に
、
宇
宙
空
間
に
放
出
す
る
か
地
下

深
く
に
隔
離
す
る
こ
と
が
現
実
的
な
選
択
肢
と
し
て
あ
げ

ら
れ
た
。
他
に
、
深
海
底
下
処
分
、
氷
河
氷
床
下
処
分
も

検
討
さ
れ
た
が
、
環
境
問
題
な
ど
の
観
点
か
ら
検
討
か
ら

排
除
さ
れ
、
安
全
性
確
保
、
リ
ス
ク
低
減
な
ど
の
観
点
か

ら
あ
る
程
度
人
間
が
関
与
で
き
る
地
層
処
分
が
選
定
さ
れ

た
わ
け
で
あ
る
。

（１
）
地
層
処
分

　

地
層
処
分
の
基
本
は
、
物
質
を
閉
じ
込
め
る
と
い
う
地

下
の
環
境
が
本
来
持
つ
機
能
を
利
用
し
、
地
下
深
く
の
安

定
し
た
場
所
に
廃
棄
物
を
埋
設
す
る
こ
と
に
よ
り
、
数
万

年
以
上
に
わ
た
り
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
（
Ｈ
Ｌ
Ｗ
）

を
人
間
の
生
活
環
境
か
ら
隔
離
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

地
層
処
分
の
安
全
性
は
、
物
質
を
閉
じ
込
め
る
地
下
の

環
境
に
大
き
く
依
存
す
る
こ
と
に
な
る
た
め
、
そ
の
場
所

特
有
の
事
象
を
考
慮
、
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

特
に
日
本
は
変
動
帯
に
属
し
、
地
質
環
境
が
複
雑
で
あ
り
、

火
山
活
動
や
地
震
に
晒
さ
れ
て
い
る
。
地
層
処
分
は
、
火

山
や
断
層
な
ど
の
影
響
を
受
け
な
い
安
定
な
場
所
を
選
ぶ

と
と
も
に
、
将
来
的
に
人
間
が
廃
棄
物
に
接
近
し
な
い
よ

う
に
経
済
的
価
値
の
高
い
鉱
物
資
源
が
存
在
し
て
い
な
い

場
所
を
選
び
、
か
つ
人
間
の
生
活
圏
か
ら
離
れ
た
深
い
と

こ
ろ
に
隔
離
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
国

土
の
中
で
、
地
層
処
分
を
安
全
に
実
施
で
き
る
よ
う
な
場

所
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
、
国
が
「
科
学
的
特
性
マ
ッ

プ
」
を
用
い
て
見
解
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
安
定
な
場
所
で
あ
っ
て
も
、
地
層
中
に
は

地
下
水
が
存
在
し
、
こ
の
地
下
水
に
よ
っ
て
廃
棄
物
中
の

放
射
性
物
質
が
溶
か
し
出
さ
れ
、
地
下
を
通
っ
て
地
表
に

運
ば
れ
人
間
と
接
触
す
る
可
能
性
も
あ
る
の
で
、
十
分
な

検
討
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
安
全
性

を
担
保
す
る
方
策
を
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
の
方
策
と
し
て
、
こ
れ
ら
放
射
性
廃
棄
物
を
安
定
な

地
下
深
部
に
埋
設
し
、
人
工
バ
リ
ア
と
天
然
バ
リ
ア
か
ら

構
成
さ
れ
る
多
重
バ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
地
層
処
分

の
安
全
性
を
確
保
で
き
る
と
し
て
い
る
。
外
国
で
は
、
こ

う
し
た
概
念
に
基
づ
い
て
最
終
処
分
場
の
建
設
が
始
ま
っ

て
お
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
オ
ル
キ
ル
オ
ト
に
お
い
て

２
０
１
６
年
に
作
業
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ス

ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
フ
ォ
ル
ス
マ
ル
ク
に
お
い
て
安
全
審
査

が
行
わ
れ
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
ビ
ュ
ー
ル
地
下
研
究

所
周
辺
区
域
に
お
い
て
設
置
許
可
申
請
が
出
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
。

（
２
）
多
重
バ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
概
念

　

地
層
処
分
の
安
全
性
は
、
こ
れ
ら
放
射
性
廃
棄
物
を
安

定
な
地
下
深
部
に
埋
設
し
、
人
工
バ
リ
ア
と
天
然
バ
リ
ア

か
ら
構
成
さ
れ
る
多
重
バ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
そ
の

機
能
を
担
保
し
て
い
る
。
多
重
バ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
と
は
、

天
然
バ
リ
ア
で
あ
る
地
質
環
境
が
本
来
有
す
る
物
質
の
閉

じ
込
め
機
能
を
も
と
に
、
地
質
環
境
の
条
件
を
考
慮
に
入

れ
て
設
計
さ
れ
た
人
工
バ
リ
ア
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
隔
離
機
能
を
更
に
高
め
よ
う
と
す
る
考
え
方
で

あ
る
。

　

廃
棄
体
が
使
用
済
燃
料
で
あ
る
か
、
再
処
理
を
し
て
い

る
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
日
本
の
よ
う
に
ガ
ラ
ス
固
化

体
で
あ
る
か
の
違
い
は
あ
る
が
、
処
分
場
の
形
態
は
各
国

と
も
ほ
ぼ
同
じ
多
重
バ
リ
ア
シ
ス
テ
ム
の
概
念
が
採
用
さ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、廃
棄
体
を
収
納
す
る
鋼
製
の
オ
ー

バ
ー
パ
ッ
ク
、
そ
の
周
り
を
取
り
囲
む
低
透
水
性
ベ
ン
ト

ナ
イ
ト
系
粘
土
を
固
め
た
緩
衝
材
か
ら
構
成
さ
れ
る
人
工

バ
リ
ア
と
、
地
表
の
人
間
環
境
に
至
る
ま
で
の
岩
盤
か
ら

な
る
天
然
バ
リ
ア
と
で
安
全
性
を
確
保
す
る
多
重
バ
リ
ア

シ
ス
テ
ム
概
念
が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
地
層
処
分
は
、
も

と
も
と
燃
料
で
あ
る
ウ
ラ
ン
が
存
在
し
て
い
た
地
下
の
環

境
が
本
来
有
す
る
閉
じ
込
め
性
能
を
積
極
的
に
活
用
す
る

合
理
的
な
方
法
と
言
え
る
。
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地
層
処
分
シ
ス
テ
ム
を
構
成
す
る
人
工
バ
リ
ア
は
、
Ｈ

Ｌ
Ｗ
で
は
ガ
ラ
ス
固
化
体
、金
属
製
（
炭
素
鋼
な
ど
）
オ
ー

バ
ー
パ
ッ
ク
、
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
を
主
成
分
と
し
た
緩
衝
材

か
ら
な
り
、
Ｔ
Ｒ
Ｕ
で
は
ド
ラ
ム
缶
や
キ
ャ
ニ
ス
タ
ー
と

呼
ば
れ
る
容
器
に
セ
メ
ン
ト
系
材
料
な
ど
を
充
填
し
た
廃

棄
体
パ
ッ
ケ
ー
ジ
、
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
を
主
成
分
と
し
た
緩

衝
材
か
ら
な
る
。
Ｈ
Ｌ
Ｗ
で
は
ガ
ラ
ス
固
化
体
、
Ｔ
Ｒ
Ｕ

で
は
廃
棄
体
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
地
下
３
０
０
ｍ
以
深
の
安
定

し
た
岩
盤
中
に
ト
ン
ネ
ル
を
構
築
し
設
置
す
る
。

　

処
分
場
の
安
全
評
価
に
必
要
と
な
る
そ
れ
ぞ
れ
の
バ
リ

ア
材
の
特
性
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
室
内
や
原
位
置

に
お
い
て
数
多
く
の
試
験
や
計
測
が
な
さ
れ
、
そ
の
特
性

が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ガ
ラ
ス
固
化
体

の
溶
解
特
性
、
オ
ー
バ
ー
パ
ッ
ク
の
腐
食
特
性
・
強
度
特

性
、
緩
衝
材
お
よ
び
岩
盤
の
核
種
吸
着
特
性
・
強
度
特
性
・

透
水
性
な
ど
、
核
種
の
漏
出
や
移
行
に
係
わ
る
特
性
が
取

得
さ
れ
て
い
る
。

　

岐
阜
県
瑞
浪
市
の
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ
瑞
浪
超
深
地
層
研
究
所
で

は
、
将
来
の
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄
物
の
処
分
場
を
決
め

る
上
で
必
要
と
な
る
技
術
を
研
究
す
る
た
め
に
、
地
下
深

く
立
坑
を
掘
っ
て
（
深
さ
５
０
０
ｍ
程
度
）
実
際
の
岩
盤

内
で
の
人
工
バ
リ
ア
の
挙
動
、
岩
盤
の
特
性
、
地
下
水
の

流
れ
の
状
況
な
ど
に
関
す
る
基
礎
的
な
デ
ー
タ
を
収
集
す

る
た
め
の
実
験
を
継
続
し
て
き
た
が
、
２
０
１
９
年
度
を

も
っ
て
研
究
は
終
了
し
、
２
０
２
０
年
度
よ
り
埋
め
戻
す

こ
と
と
な
っ
た
。
一
方
、
北
海
道
幌
延
町
で
も
Ｊ
Ａ
Ｅ
Ａ

に
よ
り
同
様
の
施
設
が
建
設
・
運
用
さ
れ
て
お
り
、
地
下

深
部
に
お
け
る
人
工
バ
リ
ア
、
天
然
バ
リ
ア
の
挙
動
に
関

す
る
調
査
・
研
究
が
意
欲
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

（３
） 

安
全
評
価
シ
ナ
リ
オ

　

安
全
評
価
と
は
、
地
層
処
分
シ
ス
テ
ム
が
安
全
上
受
け

入
れ
ら
れ
る
も
の
か
否
か
を
判
断
す
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム

の
将
来
挙
動
の
予
測
を
踏
ま
え
た
人
間
と
そ
の
生
活
環
境

へ
の
影
響
に
関
す
る
解
析
結
果
を
放
射
線
の
影
響
を
表
す

適
切
な
指
標
（
線
量
な
ど
）
を
用
い
て
示
し
、
こ
れ
を
安

全
規
制
の
た
め
に
定
め
ら
れ
た
基
準
と
比
較
し
て
安
全
性

を
判
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

処
分
場
か
ら
漏
出
し
た
核
種
が
地
下
水
の
流
れ
に
の
っ

て
処
分
場
か
ら
地
表
近
傍
の
人
間
環
境
に
ま
で
運
ば
れ
る

と
い
う
地
下
水
シ
ナ
リ
オ
を
基
本
と
し
て
地
層
処
分
場
の

安
全
性
の
評
価
が
実
施
さ
れ
る
。
わ
が
国
で
は
地
殻
変
動

が
激
し
い
こ
と
か
ら
、
火
山
や
断
層
の
近
く
、
隆
起
浸
食

の
激
し
い
場
所
、
鉱
物
資
源
の
あ
る
場
所
な
ど
は
避
け
、

地
下
深
く
の
安
定
し
た
地
層
へ
の
処
分
を
対
象
と
し
て
い

る
が
、
万
が
一
の
た
め
に
、
火
山
活
動
や
断
層
活
動
が
影

響
し
た
ケ
ー
ス
や
、
隆
起
浸
食
に
よ
り
処
分
場
が
地
上
露

出
し
た
ケ
ー
ス
な
ど
様
々
な
シ
ナ
リ
オ
（
変
動
シ
ナ
リ
オ
）

を
想
定
し
た
安
全
評
価
も
実
施
さ
れ
て
い
る
。

  

超
長
期
の
地
殻
変
動
や
地
下
水
の
挙
動
を
正
確
に
予
測

図１　多重バリアシステム（ＮＵＭＯウェブサイトより）
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し
て
安
全
評
価
を
行
う
こ
と
は
易
し
く
は
な
い
。
様
々
な

最
新
の
知
見
を
結
集
し
て
安
全
性
の
評
価
を
行
う
た
め

に
、
リ
ス
ク
評
価
の
観
点
か
ら
あ
る
程
度
の
余
裕
を
見
込

ん
だ
上
で
不
確
実
性
を
カ
バ
ー
す
る
手
法
を
採
用
し
て
い

る
。
地
層
処
分
の
将
来
予
測
は
必
ず
こ
う
な
る
と
い
う
予

測
で
は
な
く
、
予
測
し
が
た
い
こ
と
も
含
め
た
上
で
、
評

価
結
果
は
あ
る
定
ま
っ
た
変
位
の
中
に
収
ま
る
と
い
う
予

測
で
あ
り
、
そ
の
妥
当
性
は
常
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。
現

状
で
は
、
地
層
処
分
は
安
全
性
を
確
保
し
な
が
ら
事
業
を

進
め
ら
れ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

（４
）
処
分
場
概
念
に
対
応
し
た
地
下
施
設

　

地
下
３
０
０
ｍ
以
深
に
設
置
さ
れ
る
地
下
処
分
場
の
規

模
は
、
ガ
ラ
ス
固
化
体
１
本
あ
た
り
の
処
分
単
価
が
頭
打

ち
に
な
る
ガ
ラ
ス
固
化
体
４
万
本
分
相
当
の
処
分
場
を
念

頭
に
し
て
、
ガ
ラ
ス
固
化
体
の
再
処
理
後
の
貯
蔵
期
間

５
０
年
（
再
処
理
ま
で
の
冷
却
期
間
４
年
）
と
し
た
場

合
、
地
下
坑
道
の
延
長
は
２
０
０
～
３
０
０
ｋ
ｍ
程
度
と

な
り
、
平
面
的
な
拡
が
り
は
６
～
１
０
平
方
ｋ
ｍ
程
度
と

見
込
ま
れ
て
い
る
。
効
率
的
な
建
設
・
操
業
を
考
慮
し
て
、

処
分
場
を
数
個
の
区
画
に
区
分
し
た
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え

る
と
、
建
設
・
操
業
に
必
要
と
な
る
連
絡
坑
道
・
ア
ク
セ

ス
坑
道
と
併
せ
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
別
に
分
か
れ
た
多
数
の
坑

道
群
が
掘
削
さ
れ
る
計
画
で
あ
る
（
図
‒
３
参
照
）。

　

地
下
施
設
は
複
雑
な
地
質
条
件
を
有
す
る
地
下
岩
盤
の

内
部
に
構
築
さ
れ
る
た
め
、
建
設
予
定
地
の
固
有
の
特
性

調
査
、
事
前
の
地
表
・
地
下
探
査
に
よ
る
地
盤
・
岩
盤
・

地
下
水
の
性
状
把
握
、
地
下
施
設
が
安
全
に
建
設
で
き
る

か
ど
う
か
の
力
学
的
安
定
性
の
確
認
、
設
計
が
適
切
に
行

わ
れ
て
い
て
安
全
か
つ
迅
速
な
施
工
が
可
能
か
ど
う
か
施

工
性
へ
の
影
響
の
チ
ェ
ッ
ク
、
経
済
性
を
考
慮
し
た
計
画

の
立
案
な
ど
が
構
築
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
考
慮
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
れ
ら
に
対
応
し
た
技
術
と
し
て
、
火
山
、
断
層
や
隆

起
浸
食
と
い
っ
た
自
然
現
象
に
関
し
て
サ
イ
ト
選
定
を
段

階
的
に
進
め
る
た
め
の
長
期
地
質
環
境
の
評
価
技
術
、
緩

衝
材
や
セ
メ
ン
ト
材
料
の
長
期
劣
化
現
象
の
把
握
お
よ
び

大
深
度
の
地
下
施
設
の
設
計
な
ら
び
に
操
業
に
お
け
る
工

学
技
術
、
地
下
水
流
動
や
岩
盤
中
の
亀
裂
の
把
握
な
ど
の

安
全
評
価
技
術
な
ど
が
開
発
さ
れ
て
お
り
、
今
後
も
地
層

処
分
施
設
建
設
の
た
め
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
技
術
の

集
結
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　

土
木
構
造
物
と
し
て
の
ト
ン
ネ
ル
や
地
下
空
洞
は
、

様
々
な
規
模
で
過
去
に
数
多
く
安
全
に
構
築
さ
れ
、
現
在

も
イ
ン
フ
ラ
施
設
と
し
て
生
活
の
基
盤
と
し
て
使
わ
れ
て

い
る
。
地
層
処
分
施
設
と
土
木
イ
ン
フ
ラ
施
設
に
要
求
さ

れ
る
性
能
が
同
じ
程
度
で
あ
れ
ば
、
処
分
場
と
し
て
の
施

設
構
築
に
技
術
的
支
障
は
な
い
と
考
え
て
よ
い
が
、
前
述

の
超
長
期
を
考
え
た
安
全
評
価
に
耐
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
、
少
し
で
も
リ
ス
ク
を
減
ら
す
た
め
に
研
究
開
発

が
継
続
し
て
い
る
訳
で
あ
る
。

図２　地層処分の安全評価シナリオに関わる事象（NUMO ウェブサイトより）
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図 3　地層処分場（NUMO ウェブサイトより）

２
．
最
終
処
分
場
は
安
全
に

造
る
こ
と
が
で
き
る
？　

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
我
が

国
は
変
動
帯
に
位
置
し
、
安

定
大
陸
に
比
べ
て
プ
レ
ー
ト

運
動
に
起
因
す
る
断
層
活

動
、
火
成
活
動
、
隆
起
・
侵

食
な
ど
の
自
然
現
象
が
活
発

で
あ
る
。
地
層
処
分
の
安
全

性
確
保
の
た
め
に
は
、
ま
ず

処
分
施
設
に
直
接
影
響
を
与

え
る
自
然
現
象
を
避
け
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。さ
ら
に
、

地
下
水
流
動
特
性
な
ど
の
地

質
環
境
特
性
を
把
握
し
、
よ

り
適
切
な
場
所
（
サ
イ
ト
）

を
選
定
す
る
こ
と
が
肝
要
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
サ
イ
ト

選
定
を
的
確
に
行
う
た
め

に
、
処
分
施
設
建
設
地
は
、

３
段
階
の
調
査（
文
献
調
査
、

概
要
調
査
、
精
密
調
査
）
お

よ
び
選
定
過
程
を
経
て
、
決

定
す
る
こ
と
が
最
終
処
分
法

に
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

 　

最
終
処
分
場
の
建
設
は
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
既
に
始
ま
っ
て
い
る
し
、
各
国
で
青
写

真
が
出
来
上
が
り
細
部
を
詰
め
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
建

設
の
た
め
に
必
要
な
基
本
的
な
技
術
は
出
来
上
が
っ
て
い

る
が
、
相
手
は
自
然
で
あ
り
、
予
期
し
な
い
こ
と
も
起
き

る
が
、
ど
ん
な
場
面
で
も
臨
機
応
変
に
対
応
す
る
こ
と
は

ど
ん
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
言
え
る
こ
と
で
あ
る
。
我
が

国
で
は
、
社
会
環
境
や
許
認
可
な
ど
技
術
以
外
の
障
壁
も

多
い
が
、
越
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
は
な
い
。
計
画
に
余
裕

を
持
た
せ
、
少
し
で
も
リ
ス
ク
を
少
な
く
す
る
た
め
の
研

究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
詳
細
は
次
稿
に
譲
る
。




